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本日の内容

Ⅰ 世界の急激な変化

Ⅱ コンピテンシーをめぐる議論

Ⅲ 社会人に求められる学び直し
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Ⅰ 世界の急激な変化

社会

技術

経済

政治

教育

人口

自然知識集約型
サービス経済

シチズンシップと
変わる政治参加の形態

人口移動と
人口増加、
豊かさと貧困
の拡大

持続可能な
豊かさ？

ICT：
ネクストジェネレーション

グローバル経済

高学歴社会と
グローバルな教育

少子高齢化

変わる仕事の世界

多様な家族形態と
社会関係の変化

“Trend Shaping education” 2010 3



自然災害の日常化

台風やサイクロン 日照りや温度急変 洪水や水害

自然環境の維持的発展（ESD）に、教育はどれだけ貢献できるか

防災教育システムでどれだけ減災できるか

“Trend Shaping education” 2013
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ひとり世帯の増加 日本も2030年までに40%へ

地域の教育力をどう維持するか：地域人材の供給不足

家庭の教育力をどう支援するか：子供の貧困化 5



子どもの貧困率の増大

教育機会の格差の是正をどう進めるか
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高齢化する世界

教育者や専門家の高齢化が何をもたらすか 7



各国で進むグローバル化

グローバル化に応じて見につけるべき知識とスキルは？
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インターネットの普及

ICTを活用した教育は、世界の課題
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OECD諸国の労働人口構成（%）
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サービス業就業者
→ナレッジワーカー（知識産業労働者）の増加



日本の産業別人口構成の変化
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資料：国勢調査 15歳以上人口構成比*2000年より分類が若干変化



図１ 日本の産業別人口構成の変化
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資料 総務省統計局統計調査部国勢統計課労働力人口統計室「労働力調査年報」2000年より分類が若干変化



知識を創造する学習の時代へ

受動型学習：示された知識や技術を言われたまま学ぶ

↓

対応型学習：問題が生じた時だけ必要なことを学ぶ

↓

参加型学習：能動的な学習者としての態度と問いを学ぶ

↓

創造型学習：自ら知識や技術、社会を創る方法を学ぶ
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ナレッジ・マネージメント
(knowledge management）

知識の生産－普及－活用

創意工夫（ちょっとした工夫）

知識の共有（暗黙知～形式知）

最良の実践モデル

資源管理（時間、空間、知識） 14



調べる学習と探究学習
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伝達型学習 生成型学習

知る学習
調べる
学習

まとめる
学習

探究学習



キーワード

パラダイム

公式・原理

視点・基準16

情報 データ ストーリー
新
知
識

新
知
識

知識の生成とは

動機付け
関心・好奇心
情報の選択
公式・原理
多様な視点

関連付け
意味づけ
分類
組み合わせ
順序づけ



Ⅱ コンピテンシーをめぐる議論

社会の変化や要請に
対応するために必要な力

○次代を担う子どもたちに必要な「生きる力」
子どもたちに必要とされる「生きる力」は学校教育のみならず、実社会における
多様な体験等と相まって伸長していくもの。子どもたちが学校の内外で、その発
達段階に応じて「生きる力」を育むことができるような環境づくりが求められている。

○成人に必要な変化の激しい時代を生き抜くために必要な力
成人についても、変化の激しい社会を、自立した一人の人間として力強く生きて
いくための総合的な力を身に付けることができるよう、生涯にわたって学習を継
続でき、その成果を適切に生かせる環境づくりが求められている。

「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策について」
（平成20年2月 中央教育審議会答申）
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図 OECD DeSeCoプロジェクト(1999～2002)

国際シンポジウム
キーコンピテンシー研究を発展させる国際ネットワークの確立

各国のコンピテンスのレビュー

コンピテンス概念の解明

専門家と関係者の意見収集

哲学者、心理学者
社会学者、人類学者
評価専門家、歴史家
教育者、経済学者
統計学者、

政策担当者
政策分析家
経営者、組合代表
国際機関代表者
各国機関代表者、

オーストリア、ベルギー
フィンランド、フランス、ドイツ
オランダ、ニュージーランド
ノルウェー、スウェーデン
スイス、デンマーク、米国

Ｖ

各国間協議のプロセス
Country Consultation Process

Ｖ

最終報告
キーコンピテンシー
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キー・コンピテンシー
の理論的要素

生活の必要性

社会のビジョン

人 権 持続可能性

平 等

社会的
まとまり生産性

テクノロジー 多様性

可動性

グローバリゼーション

責 任

出典：ライチェン他『キー・コンピテンシー ｰ国際標準の
学力をめざして』立田慶裕監訳、2006、明石書店

人生
の
成功

正常に
機能する
社会

キー・コンピテンシー

１ 相互作用的に道具を用いる

２ 異質な集団で交流する

３ 自律的に活動する

図 DeSeCoの全体的枠組
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行動の特性

活用力

コンピテンシー

従来の能力

知識・技能
（リテラシー）

好奇心
意 志
向上心
利益
習慣
不安
道徳
義務

動機

多様な課題

態度
（習慣、マナー）

いろいろな成果

資源・資産・資本

立田慶裕「生涯学習のためのキー・コンピテンシー」
『生涯学習・社会教育研究ジャーナル』、2007より 20
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コンピテンシー・レベル
レベル 行動の特性

５ 人に教えることができる

４ 状況に応じて能力を活用できる

３ 一人でもできる

２ 人に教えられたらできる

１ 意欲がない



キー・コンピテンシー

特定の問題状況に対応するため、

知識や技能、態度を含む多様な資源を活用し、

動員して、複雑な需要やニーズに応える力

１）人生の成功と正常に機能する社会を目標とする

２）幅広い文脈で、重要・複雑な要求や課題に応える

３）すべての個人にとって重要
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三つのキー・コンピテンシー－

異質な集団
で交流する

相互作用的に
道具を用いる

自律的に
活動する

考える力
(Reflectiveness)

Ａ 言語、シンボル、テクストを相互作用的に用いる
Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる
Ｃ 技術を相互作用的に用いる

Ａ 他者とうまく関わる
Ｂ 協働する
Ｃ 紛争を処理し、解決する

Ａ 大きな展望の中で活動する
Ｂ 人生計画や個人的プロジェクトを設計し実行する
Ｃ 自らの権利、利害、限界やニーズを表明する

コンピテンシーの核心
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キー・コンピテンシーの意義

共通の基礎能力の向上
－すべての人の能力向上

人を比較したり，競争的な状況におく
のではなく，共に生きることを学ぶ

無能感ではなく有能感（自己効用感）
をもたらす
学習者の自信や自尊心の向上
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表１ 近年の教育国際調査−幼児教育から成人まで.docx

（立田慶裕,2014,6-7頁より） 25



国際生徒の学習到達度調査（PISA,2009）
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「読解力とは、自らの目標を達成し、自らの知識

と可能性を発達させ、効果的に社会に参加する

ために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟

考し、これに取り組む能力である。」

(engaging with written text)

2009年調査より加わる

（国立教育政策研究所、2010、12頁）

PISA型学力とは



PISA型読解力？
これまでの読解力とは異なる点

①テキストに書かれた「情報の取り出し」だけはなく、「理解・評

価」（解釈・熟考）も含んでいる。

②テキストを単に「読む」だけではなく、テキストを利用したり、テ

キストに基づいて自分の意見を論じたりするなどの「活用」も含んで

いる。

③テキストの「内容」だけではなく、構造・形式や表現法も評価す

べき対象となる。

④テキストには、文学的文章や説明的文章などの「連続型テキス

ト」だけでなく、図、グラフ、表などの「非連続型テキスト」を含んでい

る。

→PISAの結果 学力低下論争 全国学力テストの実施と見直し
27



１ 情報の取り出し(Retrieving texts)
28

PISA型読解力の要素

２ 解釈 (Interpretation texts)

３ 熟考・評価(Reflection and evaluation)

28
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コンピテンシーの各要素
(PISA2006の枠組みから)

１ 再現(Reproduction)
簡単な数学的操作

２ 関連づけ(Connection)
アイディアの結びつけ

３ 熟考(Reflection)
広い数学的思考

１ 科学的問題の認識
(Identifying Scientific Issues)

２ 科学的な現象の説明
(Explaining Phenomena scientifically)

３ 科学的証拠の活用
(Using Scientific Evidence)

科学的コンピテンシー 数学的コンピテンシー
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PIAAC
OECD国際成人力調査
(Programme for the International 
Assessment of Adult Competencies)
成人のコンピテンシーに関する国
際評価プログラム
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対象者と方法

16歳以上65歳以下の男女
11,000人より
住民基本台帳から層化二段抽
出法によって無作為に選定

2013年調査
回答者 5,173人
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PIAACの目的

成人のコンピテンシー、読解力や
数的思考力、ITを活用した問題解決力
の測定を通じて、その「成人力」が、
これまでの学習状況、雇用状況、生
涯学習への参加など個人の生き方に
どのような効果をもたらしているか、
また、そうした学習の状況や学習の
成果にどのような問題があるかを明
らかにすること
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PIAACの調査内容

１．直接調査（テスト）
読解力基礎（日本は未実施）
リテラシー（読解力）
ニューメラシー(数的思考力)
ITを活用した問題解決力

２．間接調査（アンケート）
属性 ＋ α
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２)成人の生活背景の範囲

34

家庭や家族、消費者経済、

健康や安全、仕事、

地域とシチズンシップ、

余暇や娯楽

教育と訓練
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多様な問題のレベル

・情報の同定と取り出し

・関係の構築

（原因／効果、問題／解決、

比較／対照、分類／例、

全体／部分）

・生成



２１世紀スキル
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コアスキル
①学習とイノベーションスキル
（批判的思考と問題解決、コミュニケーションと協働、創造とイノベーション）

②情報・メディア・テクノロジースキル
（情報リテラシースキル、メディアリテラシースキル、ICTリテラシースキル）

③生活とキャリアスキル
（柔軟性と適応性、進取と自己方向づけ、社会／文化横断スキル、生産性と

アカウンタビリィティ、リーダーシップと責任）

教科の知識
①コア教科
（英語・読み・言語技術、外国語、芸術、数学、経済、科学、地理、歴史、政治と公民）

②学際的テーマの教科
（グローバル意識、金融・経済・ビジネスと起業リテラシー、公民リテラシー、健康リテラシー ）



Ⅲ 社会人に求められる学び直し

1940年代生まれの世代1940年代生まれの世代

戦後の

学校教育

1950〜60年代生まれ1950〜60年代生まれ

工業化社会
の学校教育

1970〜80年代生まれ1970〜80年代生まれ

情報化社会
の学校教育

1990〜2000年代生まれ1990〜2000年代生まれ

知識基盤社会
の学校教育

2010年代
生まれ
2010年代
生まれ
グローバル化

社会の学校教育

知識やスキルの高度化・価値の多様化

知識やスキル、価値観のジェネレーション・ギャップ
37



１） これからの社会で
子どもに必要とされる資質や能力は何か

OECD DeSeCo Key Competency 

２） これからの社会で
おとなに必要とされる資質や能力は何か

Questions 問い

38

20〜30年後



コンピテンシーの高度化
PISA型読解力の展開（2009〜）

●メタ認知
「はっきりした目的を持ってテキストを処理する際の、多岐にわたる適切な戦
略を認識することと、この戦略を利用する能力」（理解と記憶の効果的な戦略
の認識、要約の戦略の認識、コントロールの戦略、記憶戦略、精密化戦略な
ど）

●デジタル読解力
コンピュータ使用型の調査の導入。複数のナビゲーション・ツールを利用し、
複合型のテキストを横断して、特定のウェブにたどり着き、特定の情報を見つ
け出すスキル

●問題解決能力（チームによる問題解決）

●優れた学校環境の形成：
新たな力を育てる教育環境の構築： 39



PISA型読解力の展開（2018〜）
●グローバル・コンピテンス
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OECD Education 2030 Framework (2016)

１）伝統的な学問のカリキュラムの発展は、知識を創造し、21世紀の
理解を産むために急いで進められるべきである。

２）人間行動を形成するスキル、態度、価値観は、学校や家庭で時に
みられる差別的な行動に立ち向かうためにも見直されるべきである。

３）現代の学習の本質的な要素は、最高の学び方を考える力にある。

４）各学習者は、自律的に行動するコンピテンシーのように、最小限の
キー・コンピテンシーを達成するよう努力すべきである。コンピテン
シーとは、学習プロセスの反省的アプローチを伴いながら、世界に参
加し世界で行動するために、知識やスキル、態度や価値観を状況に
応じて活用する力である。グローバルコンピテンシーもまた、このモデ
ルに基づき正しく構築されていく。
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生きる力を育てる
仕事の力

健康の力

楽しむ力

物を作る

人を育てる

社会を作る

共に生きる

人を扶ける

自律的に生きる

(Story Telling)

道具を使う

(Using Tools)

世界で行動する

(Problem Solving)
42


